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①「華南三彩」とはどん

な陶器ですか？ 

 

 緑色の上薬をベースにした 
 
色彩豊かな陶器。つぼや文房 
 
具など用途はさまざまで、中 
 
国の明の時代（14～17世紀） 
 
に福建省周辺で生産されてい 
 
たらしい。         
 
              

大分市の大友館跡にある「南蛮ＢＶＮＧＯ交流館」が、戦国時代の交易で大分に持ち込まれ

た陶器「華南三彩鶴形水注」を展示しています。 

③南蛮ＢＶＮＧＯ交流館に展示している鶴形水注はどんな陶器ですか？ 

 

 華南三彩の中でも希少で、初めて復元。表面にはハスの花や葉、水生植物のオモダカなどを描いており、水辺  
 
を表現している。形状から、16世紀後半の大友宗麟・義統の治世に作られたとみられる。           
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②大友氏遺跡からは何点

の華南三彩が出土して

いますか？また大分県

のほかにはどこから出

土していますか。 

 

 発掘調査が本格化した 
 
1996～2012年度に計 237点 
 
が出土。その後の調査でも見 
 
つかっている。大分以外では 
 
沖縄県と宮崎県で出土してい 
 
る。            
 
              
 
 

④展示している陶器にはどのような歴史的価値がありますか？ 

 

 華南三彩は大友氏の南蛮貿易の隆盛を象徴する出土品。海外と当時の大分との活発な交流を示す貴重な品。           
 
                                                    


